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経
済
産
業
省「
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
」の
弁
明
。

世
界
の
抗
議
が「
化
石
賞
」の

2
度
受
賞
と
い
う
不
名
誉
に
。

高
効
率「
石
炭
火
力
」で
途
上
国
支
援
を
行
っ
て
も
C
O
2

の
排
出
は
0
に
は
な
ら
な
い
。

日
本
政
府
の
温
暖
化
に
対
す
る

対
応
の
甘
さ
が
露
呈
し
た
。

小
泉
進
次
郎
環
境
大
臣
も
、

全
く
期
待
外
れ
に
終
始
し
た
。

深
刻
さ
を
増
す
地
球
温
暖
化
に
対
処

す
る
た
め
、
九
月
に
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
国
連
本
部
で
開
か
れ
た
「
気
候

行
動
サ
ミ
ッ
ト
」
で
、
日
本
政
府
が

安
倍
首
相
の
演
説
を
要
望
し
た
が
、

国
連
側
か
ら
断
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　
か
つ
て
は
、
京
都
議
定
書
で
世
界

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
日
本
の
環
境
対

策
だ
っ
た
が
C
O
2

の
排
出
が
特
に

多
い
石
炭
火
力
の
推
進
が
温
暖
化
対

策
の
目
玉
に
な
る
、
日
本
の
方
針
が

支
障
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
主
催
し
た
グ
テ
レ
ス
国
連
事
務
総

長
は
開
催
に
先
立
ち
「
美
し
い
演
説

で
は
な
く
具
体
的
な
計
画
」
を
用
意

す
る
よ
う
求
め
、
国
連
側
は
事
前
に

各
国
の
首
脳
に
サ
ミ
ッ
ト
出
席
を
呼

び
掛
け
た
。
共
同
通
信
に
よ
る
と
、

　
日
本
は
、
安
倍
首
相
が
本
年
6
月

に
議
長
を
務
め
た
20
カ
国
・
地
域
首

脳
会
議
（
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
）
の

結
果
を
含
め
て
、
そ
の
成
果
を
報
告

し
た
い
意
向
を
伝
え
て
協
議
し
た
が

日
本
は
、
未
だ
に
石
炭
火
力
発
電
の

石
炭
火
力
発
電
推
進
が
支
障
と
な
り
、温
暖
化
ガ
ス
の
削
減
目
標
が
不
十
分
と
判
断
さ
れ
た
結
果
。

利
用
を
推
進
し
て
い
る
ほ
か
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
目
標
の
引
き

上
げ
や
、
引
き
上
げ
に
相
当
す
る
新

た
な
取
り
組
み
を
表
明
で
き
な
い
事

が
断
ら
れ
た
理
由
だ
っ
た
と
い
う
。

　
自
国
の
み
な
ら
ず
「
途
上
国
で
の

石
炭
火
力
発
電
建
設
に
資
金
援
助
を

続
け
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
た
よ
う

だ
」
と
関
係
者
は
語
っ
て
い
る
と
い

う
。
日
本
は
6
月
に
、
温
暖
化
対
策

の
長
期
戦
略
を
ま
と
め
、
今
世
紀
後

半
の
で
き
る
だ
け
早
期
に
、
排
出
を

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い

た
が
、
具
体
的
な
時
期
は
示
せ
な

か
っ
た
。
策
定
過
程
で
石
炭
火
力
発

電
の
「
長
期
的
な
全
廃
」
案
も
示
さ

れ
た
が
、
産
業
界
出
身
の
有
識
者
委

員
の
反
発
で
全
廃
案
か
ら
「
依
存
度

を
引
き
下
げ
る
」
と
い
う
後
退
案
が

採
択
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト
で
演
説
し
た

首
脳
ら
の
多
く
が
2
0
5
0
年
ま
で

に
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
目
標
や
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
、

途
上
国
へ
の
資
金
援
助
増
額
な
ど
を

　

首
相
�気
候
サ
ミ
�
ト
演
説
断
ら
れ
る
！

（1）　　　2019年（令和元年）12月25日（水曜日）  

Q
1
・
な
ぜ
新
た
に
発
電
設
備
を
建

設
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
？

　　
日
本
全
体
で
、
火
力
発
電
の
高
効

率
化
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
た
め

で
、
古
く
て
発
電
効
率
の
悪
い
火
力

発
電
に
代
え
て
「
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル

技
術
」
を
活
用
し
た
発
電
効
率
の
高

い
火
力
発
電
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

火
力
発
電
設
備
の
新
陳
代
謝
を
起
こ

し
C
O
2

排
出
量
も
減
ら
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
逆
を

言
え
ば
、
現
在
の
建
設
計
画
を
す
べ

て
中
止
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
古
く
て

発
電
効
率
の
悪
い
火
力
発
電
が
残
っ

た
ま
ま
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

（インターネット版） （インターネット版） 
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表
明
し
て
い
る
が
、
温
暖
化
の
影
響

を
最
も
受
け
続
け
て
い
る
日
本
の
対

応
が
、
石
炭
火
力
の
全
廃
ど
こ
ろ
か

現
在
、
日
本
に
お
け
る
石
炭
火
力
発

電
所
の
増
設
計
画
が
、
1
6
7
3
万

k
W
、
30
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と

（
2
0
1
8
年
3
月
末
時
点
）
。

　
さ
ら
に
発
展
途
上
国
に
融
資
・
援

助
付
き
で
拡
散
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
に
、
世
界
に
広
が
る
若
者
の

抗
議
活
動
を
背
景
に
し
た
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ン
ベ

リ
さ
ん
（
16
）
も
演
説
し
、
抜
本
的

な
対
策
強
化
を
迫
っ
た
。

　
日
本
は
小
泉
進
次
郎
環
境
相
が
出

席
し
た
が
演
説
の
機
会
は
な
く
、
全

く
、
逆
行
す
る
無
策
ぶ
り
で
存
在
感

を
示
せ
な
い
結
果
に
終
わ
っ
た
。

　
こ
れ
に
は
、
日
本
か
ら
参
加
し
た

環
境
団
体
か
ら
も
失
望
の
声
が
上
が

り
、
環
境
団
体
Ｆ
ｏ
Ｅ
ジ
ャ
パ
ン
の

深
草
亜
悠
美
さ
ん
は
「
世
界
で
脱
石

炭
の
流
れ
が
加
速
す
る
中
、
国
内
の

石
炭
利
用
と
海
外
支
援
を
続
け
る
日

本
に
国
際
社
会
が
厳
し
い
目
を
向
け

て
い
る
証
左
だ
。
真
剣
に
地
球
温
暖

化
対
策
に
取
り
組
む
の
で
あ
れ
ば
、

支
援
を
直
ち
に
や
め
、
国
内
で
も
段

階
的
廃
止
に
向
け
た
工
程
表
を
立
案

　

す
べ
き
だ
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
大
き
く
伸
び
て
お
り
、
石
炭
火
力

は
資
産
価
値
が
損
な
わ
れ
て
使
い
道

の
な
い
座
礁
資
産
と
な
る
可
能
性
が

高
い
。
気
候
変
動
の
影
響
で
、
国
内

で
も
巨
大
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
被
害

が
甚
大
に
な
っ
て
い
る
。
脱
石
炭
は

国
民
の
利
益
に
な
る
」
と
憤
り
を
見

せ
て
い
た
と
い
う
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
完
璧
な
も
の
は

な
く
、
石
炭
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
い

国
も
あ
り
、
そ
う
し
た
国
々
の
経
済

発
展
と
C
O
2

削
減
に
貢
献
し
て
い

る
。
完
璧
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
存
在

し
な
い
中
で
、
世
界
に
は
、
ど
う
し

て
も
石
炭
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
ひ
と

つ
と
し
て
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
国

が
存
在
し
て
い
る
。
安
定
供
給
を
お

こ
な
う
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
」

と
共
に
「
経
済
性
」
も
重
要
で
あ
る
。

　
I
E
A
（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

関
）
で
は
、
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
の
新
興
国
は
、
経
済
発
展
と
共

に
、
今
後
も
石
炭
火
力
発
電
の
ニ
ー

ズ
が
拡
大
す
る
。
新
興
国
に
と
っ
て
、

安
く
、
安
定
的
に
採
れ
る
石
炭
は
、

引
き
続
き
、
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。

　
2
0
1
7
年
に
開
催
さ
れ
た

「
A
S
E
A
N
+
3
エ
ネ
ル
ギ
ー
大

臣
会
合
」・「
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
」

で
、
A
S
E
A
N
諸
国
か
ら
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
と
同
時
に

C
O
2

削
減
に
も
貢
献
す
る
ク
リ
ー

ン
な
石
炭
火
力
発
電
技
術
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
活
用
し
て
行
き
た
い
と
の

言
及
も
あ
り
、
そ
の
導
入
の
た
め
金

融
面
・
技
術
面
か
ら
も
支
援
強
化
を

求
め
る
声
が
あ
る
。

　
日
本
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
水
素
、
排
出
し
た
C
O
2

を
貯
め

る
「
C
C
S
」
（
二
酸
化
炭
素
回

収
・
貯
留
）
技
術
や
貯
め
て
使
う

「
C
C
U
S
」
な
ど
を
含
ん
だ
、
さ

ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
選
択
肢
を

各
国
に
提
案
し
、
支
援
し
て
い
る
。

石
炭
火
力
発
電
を
選
ば
ざ
る
を
得
な

い
国
々
に
対
し
て
は
、
日
本
が
持
つ

高
効
率
発
電
技
術
の
輸
出
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
途
上
国
の

発
展
に
対
す
る
貢
献
と
ア
ジ
ア
地
域

全
体
の
温
暖
化
対
策
、
大
気
汚
染
物

質
の
削
減
の
貢
献
に
も
な
る
。

C
O2 C

O2

Q
2
・
世
界
が
脱
炭
素
に
進
む
中
、

石
炭
火
力
発
電
を
輸
出
し
て
い
る
の

は
問
題
で
は
な
い
か
？

　
日
本
で
商
用
化
さ
れ
て
い
る
最
高

効
率
の
技
術
（
U
S
C
：
超
々
臨
界

圧
）
を
、
中
国
や
イ
ン
ド
と
い
っ
た

ア
ジ
ア
の
国
々
と
米
国
の
石
炭
火
力

に
適
用
す
る
と
　
　
削
減
効
果
は
約

12
億
ト
ン
（
11
.
8
億
ト
ン
）
に
の

ぼ
る
と
い
う
試
算
も
あ
る
。
こ
れ
は
、

日
本
全
体
の
　
　
排
出
量
（
約
13
億

ト
ン
）
に
匹
敵
す
る
規
模
で
あ
る
。

 
 

以
上
が
、
日
本
の
環
境
対
策
の
ま

と
め
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
日
本
の
言

い
訳
に
感
じ
た
の
は
、
貴
方
や
私
だ

け
で
な
く
、
世
界
中
の
人
々
が
そ
う

思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
2
0
1
9
年
、
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド

リ
ー
ド
で
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
み

条

約

第

25

回

締

約

国

会

議

（
C
O
P
）
で
、
国
際
的
環
境

N
G
O
「
気
候
行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
か
ら
地
球
温
暖
化
対
策
に
非
協

力
国
に
贈
ら
れ
る
「
化
石
賞
」
を
梶

山
経
済
産
業
相
が
「
石
炭
火
力
発
電

な
ど
化
石
燃
料
の
発
電
所
は
選
択
肢

と
し
て
残
し
て
い
き
た
い
」
と
閣
議

後
に
述
べ
た
発
言
と
現
地
で
小
泉
環

境
相
が
「
石
炭
政
策
に
つ
い
て
新
た

な
展
開
を
生
む
に
は
至
ら
な
か
っ

た
」
と
脱
石
炭
へ
の
道
筋
を
示
さ
な

か
っ
た
ス
ピ
ー
チ
に
対
し
、
2
度
の

不
名
誉
な
「
化
石
賞
」
が
贈
ら
れ
た
。

　
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
以

降
、
原
子
力
発
電
所
が
ほ
と
ん
ど
稼

働
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、

化
石
燃
料
発
電
へ
の
依
存
が
高
ま
っ

て
い
る
日
本
の
実
情
に
対
し
、
発
展

途
上
国
の
開
発
援
助
を
名
目
に
石
炭

火
力
を
続
け
よ
う
と
い
う
姑
息
さ
に

世
界
か
ら
ブ
ー
イ
ン
グ
が
浴
び
せ
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
う
災
害
多

発
国
と
い
う
甘
え
は
許
さ
れ
な
い
。

　
住
宅
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
及
び
更
な
る
高
性

能
化
が
急
務
で
あ
る
と
松
下
孝
建
設

で
は
考
え
て
い
ま
す
。

ハイブリッド・エコ・ハートQ
「エアコン1台、全室低温空調暖冷房」　加世田展示場  公開中！

ハイブリッド・エコ・ハートQ
「エアコン1台、全室低温空調暖冷房」　薩摩川内展示場 販売受付中!

外観外観

加世田展示場は将来、ZEH(ゼロ･エネルギー･
ハウス)の為の太陽光パネルが取り付けられる
様に大屋根構造になっています。また、新し
く開発された「循環空調」システムが取り付
けられており、夏も冬も低温空調による省エ
ネルギーで快適なシステムが稼働しています。
平屋感覚の住宅ですが、屋根構造を活かして
一室だけ2階に居室が設けられています。大
きな開口部と大屋根の今までの加世田にはな
い全く新しいコンセプトで設計された住宅で
すから是非、ご覧頂きたいと思います。この
展示場で新しい松下孝建設に出会えることと
存じますので､ご家族の皆様でお越しください。
心からお待ち申し上げております。

● ●

万之瀬川

TSUTAYA●

ふく福
　　●

●

南さつま署 ●

270

ジョイフル

● トヨペット

●

お菓子の
小田屋

ほっともっと

●

ミドリ
薬品

●

加世田不動産

瀬戸川不動産

南さつま市加世田村原3丁目16-3付近　加世田モデル

外観外観

松下孝建設のHybrid eco-heart Q工法は、充填断熱
と外張り断熱のW断熱工法です。
外張り断熱には、遮熱シートが貼られ、住宅が蓄
熱されるのを防ぎます。内側の充填断熱は外部の
影響を受けにくいので、保冷材として室内の急な
温度変化を防ぎ、また、気密性が高いので、室内
の涼しい空気が必要以上に 外部へ逃げていくのを
防いでいます。松下孝建設が標準採用している第
三種換気システムは、家全体の空気を動かし、エ
アコン一台でも温度差の少ない、快適な室内空間
を実現しています。

鹿児島純心
女子大学

薩摩川内市天辰町1549-3付近　薩摩川内モデル

■

川内中央
中学校

磯山自治会館

ファミリー
マート

日光設備

●

●●

●

●
県営ハイタウン
平佐住宅

●

丁寧に仕上げられた『和』の意匠は

静謐な美しさを

いつまでも『楽』しめる

和 楽 展 示 場  公 開 中！ハイブリッド・エコ・ハートQ
「エアコン1台、全室低温空調暖冷房」　

鹿児島の気候に適した高気密・高断熱と「循環空調」システムの「和」
をイメージしたモデルハウスです。一般家庭用のリビングサイズのエア
コンで室内空間のすべてが温度差なく、一年中を快適に過ごせます。
高性能樹脂サッシと24時間計画換気で、結露の発生を防ぎ、家族の健康
と住宅の高耐久性を実現しました。
ZEH基準を標準クリアした外皮性能とハウス・オブ・ザ・イヤー2013で
大賞を受賞した公的にも認められた施工技術の粋。外装、内装共にこれ
までの松下孝建設とは少し違う趣を感じてください。
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鹿児島市中山町895 付近　和楽モデル
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